
１．はじめに
長鼻類化石の研究において歯種同定は最も基本的で

かつ重要な作業である．歯種の判定を誤ると，その種

の臼歯の特徴を誤解したり，年齢の査定を間違えるこ

とになる．しかし，そのような歯種同定の誤りはこれ

までに報告されている標本にも意外に多く，訂正する

必要を生じている．その原因として，歯種の同定をお

もに臼歯の大きさや残存する咬板数によって判断して

いたことにある．しかし，臼歯の大きさや咬板数は標

本の保存状態や咬耗によって大きく左右されるため，

標本によっては正確な同定ができないことがある．そ

の一例として，高橋ほか（２００８）は北海道中川郡幕別

町忠類より産出したナウマンゾウ標本（忠類標本，亀

井，１９７８など）の再検討を行い，今まで第２大臼歯と

されていた臼歯化石を第３大臼歯に再同定した．この

結果，これまで２５歳程度の若いゾウと考えられていた

ものが５０歳過ぎの老獣であると改められた．また，筆

者らは近年，矮小化した長鼻類化石の観察を行ってい

るが（北川ほか，２００８a），このような場合，大きさや

咬板数だけで判断することは非常に困難である．

そこで本研究では，ナウマンゾウの臼歯化石を用

い，中でも産出数の多い第２大臼歯と第３大臼歯の比
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Abstract
Correct identification of the molar tooth class is the most fundamental and important aspect of

fossil proboscidean research. Misidentification of tooth class can lead to incorrect interpretations of

molar features or age determination errors. Nevertheless, such misidentifications have apparently

been repeatedly made in previous reports.

In this paper morphological differences between the second and third molars of Palaeoloxodon

naumanni are revealed, and eight molars of the species that were previously reported are reexamined

in light of this new information. As a result, seven specimens are re-identified as third molars that

were previously considered to be other class of molars. Another molar that was described as a third

molar despite its small size is confirmed as a third molar. It is suggested that identification of the

molar tooth class is not based solely on size and numbers of remaining lamella , but careful

morphological observations.
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較を行った．その結果，第２大臼歯と第３大臼歯の形

態的特徴の傾向が明らかになってきた．本研究の観察

結果を用いて現在までに報告されている標本の再検討

を行った．以下に述べる７標本について歯種の同定を

改めた．同定を改めた標本には実際には第３大臼歯で

あるにもかかわらず第２大臼歯やもっと前の段階の歯

種に同定している例が多かった．このことは，見かけ

上小型の臼歯では，若い歯種に同定してしまう可能性

が多い事を示している．

２．標本と計測
本研究には京都大学理学部地質学鉱物学教室所蔵標

本（Makiyama，１９２４；Makiyama，１９３８など），野尻

湖ナウマンゾウ博物館所蔵標本（野尻湖哺乳類グルー

プ，１９９３；高橋ほか，１９９１），宝樹寺所蔵標本（北川

ほか，２００８b），国立科学博物館所蔵標本（Hasegawa，

１９７２），広島大学総合博物館所蔵標本（北川ほか，

２００６a，b），和歌山県立博物館所蔵標本（北川ほか，

２００８b）を用いた．

本研究で用いる用語は長鼻類団体研究グループ

（１９９１）に従い，臼歯の咬耗ステージは高橋・張

（２００７）の Laws class（Laws，１９６６）とナウマンゾ

ウの対比表のグループ（以下 G．）分けに従った．計

測法は高橋（１９９１）に従い，山越製作所製のマルチン

氏式人体計測器の桿状計，ミツトヨ製の歯科技工用デ

ジタルポイントノギス，およびシンワ製大型角度計を

用いた．

３．第２大臼歯と第３大臼歯の比較
比較は咬合面観，側面観，遠心面観，歯根面観で

行った．以下にそれぞれの方向から見た特徴を上顎歯

と下顎歯に共通してみられる特徴（【共通】として記

載），上顎歯に特徴的な形態（【上顎】），下顎歯に特徴

的な形態（【下顎】）を記載する．図１の番号は以下の

記載の番号と対応している．

１）咬合面観

� 歯冠の形状

【共通】

① 最遠心の咬板近くまで咬耗した標本の遠心

縁は，第２大臼歯で遠心に膨らむ U の字型

が多いのに対し，第３大臼歯は遠心に尖る傾

向がある．高橋・張（２００７）はこの形態を

teardrop shape という用語を用いて記載し

ている．また，この形態的特徴は特に下顎歯

に顕著である．

【下顎】

② 第３大臼歯の咬板の幅は，中央に向かって

膨らみ，中央付近から遠心に向かって細く

なっていく傾向があるが，第２大臼歯では第

３大臼歯ほど顕著には変わらないか，遠心に

向かってやや幅が広くなるものもみられた．

③ 第３大臼歯は第２大臼歯に比べて近－遠心

軸が強く湾曲する傾向がある．しかし，咬耗

の進んだ第３大臼歯では，直線的となる．

� エナメル輪の形状

【共通】

④ 高橋・張（２００７）が指摘しているように，

G．２８程度に咬耗すると，中央裂溝が発達し，

頬－舌側方向に２つに分かれるエナメル環が

みられるようになる．同様の形態が見られる

第２大臼歯もあるものの，第３大臼歯のよう

に２－３列連続することは無く，大抵最遠心

咬板のみに見られる．

⑤ 最遠心の副咬板まで咬耗した標本では，第

３大臼歯は最遠心に１つだけエナメル環が観

察されることが多く，第２大臼歯は頬－舌側

に長いエナメル輪であることが多い．

２）側面観

� 咬合縁

【下顎】

① 第２大臼歯の咬合縁は比較的直線的であ

る．第３大臼歯は咬耗の初期では直線的であ

るが，中期には歯根側に向かって凸湾する．

しかし，より咬耗が進むとまた直線的になる

傾向が強い．

� 遠心縁

【上顎】

② 第２大臼歯で，最遠心まで咬耗の進んでい

ない標本（G．１８以前）では，未萌出の咬板

の咬合縁と隣接面が特徴的な「く」の字形を

呈す．第３大臼歯において G．２６程度までみ

られる「く」の字はより緩やかである．

③ 最遠心まで咬耗が進んだ第２大臼歯では

（G．１８程度），咬合面と遠心縁がなす角は鋭

角になる．一方，第３大臼歯の咬耗が進んだ

標本では，その値は垂直に近くなる．

【下顎】

④ 第２大臼歯において，咬合縁と遠心縁のな

す角は，直角に近いが，咬耗が進むとその角

度は小さくなる．一方，第３大臼歯では，咬

耗初期から中期の段階ではなめらかな曲線を

描き，歯冠全 体 の１/３が 失 わ れ る こ ろ

（G．２７前後）になると，その角度は直角に

近い．
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図１．第２大臼歯と第３大臼歯の比較．
a：HM-２０７，b：HM-０１３，c：HM-００９，d：HM-０１４，e：HM-０１５，f：HM-２３５，g：８N� J-２８，h：HM-００８，i：HM-２３４，j：HM-０１４，
k：７４� n，m-１（５７０３），l：７NY１４-３１，m：TIM２２０８．a，b，c，d，e，f，h，i，j は宝樹寺収蔵標本．g，k，l は野尻湖ナウマンゾウ博
物館収蔵標本．mは国立科学博物館収蔵標本．
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